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Arcserve UDP 10 Advanced Edition - ServerArcserve UDP 10 Advanced Edition - Server

Arcserve UDP 10 Advanced Edition - SocketArcserve UDP 10 Advanced Edition - Socket

Arcserve UDP 10 Advanced Edition for Nutanix - SocketArcserve UDP 10 Advanced Edition for Nutanix - Socket

Arcserve UDP 10 Premium Edition - SocketArcserve UDP 10 Premium Edition - Socket

Arcserve UDP 10 Premium Plus Edition - SocketArcserve UDP 10 Premium Plus Edition - Socket
本商品は、Windowsサーバのデータをハードディスクへイメージバックアップすることができます。また、
リストアも簡単に行うことができます。

更に、復旧ポイントサーバによる複数台のバックアップデータの集約や運用の統合管理、仮想環境上の仮想
マシンのバックアップへも対応しています。

Arcserve UDP 10 Advanced Editionは、Arcserve UDP 9 Advanced Editionの後継商品です。

Arcserve UDP 10 Premium Editionは、Arcserve UDP 9 Premium Editionの後継商品であり、Advanced Edit
ionの機能に加え、Arcserve Backup 19 商品群およびArcserve Replication 18.0 for Windows Standard 
for File Server商品の機能を提供します。

Arcserve UDP 10 Premium Plus Editionは、Arcserve UDP 9 Premium Plus Editionの後継商品であり、Pre
mium Editionの機能に加え、Arcserve Replication商品の全機能が利用可能です。
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適応機種　概要適応機種　概要

バックアップ対象マシンバックアップ対象マシン  （エージェント）（エージェント）・・

PRIMEQUEST 4000シリーズ / PRIMEQUEST 3000/2000シリーズ / マルチベンダーサーバ・クライアント / 
PRIMERGY / FUJITSU Hybrid IT Service FJcloud-O IaaS / FUJITSU Hybrid IT Service for Microsoft 
Azure 仮想マシン / パブリッククラウド

UDPUDPコンソールコンソール /  / 復旧ポイントサーバ復旧ポイントサーバ・・

PRIMEQUEST 4000シリーズ / PRIMEQUEST 3000/2000シリーズ / マルチベンダーサーバ・クライアント / 
PRIMERGY / FUJITSU Hybrid IT Service FJcloud-O IaaS / FUJITSU Hybrid IT Service for Microsoft 
Azure 仮想マシン / パブリッククラウド
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適応適応OSOS　概要　概要

バックアップ対象マシンバックアップ対象マシン  （エージェント）（エージェント）・・

Windows Server 2022(64-bit) / Windows Server 2019(64-bit) / Windows Server 2016(64-bit) / 
Windows Server 2012 R2(64-bit) / Windows Server 2012(64-bit)

UDPUDPコンソールコンソール /  / 復旧ポイントサーバ復旧ポイントサーバ・・

Windows Server 2022(64-bit) / Windows Server 2019(64-bit) / Windows Server 2016(64-bit)
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機能説明機能説明

1. 1. 各商品で提供する機能各商品で提供する機能
Arcserve UDP 10では、以下の商品を提供します。

(1) Arcserve UDP 10 Advanced Edition - Server

(2) Arcserve UDP 10 Advanced Edition - Socket

(3) Arcserve UDP 10 Advanced Edition for Nutanix - Socket

(4) Arcserve UDP 10 Premium Edition - Socket

(5) Arcserve UDP 10 Premium Plus Edition - Socket

各商品で提供する機能については、以下の表でご確認ください（上記の(1)～(5)が、下表「商品名」欄の各
番号に相当します）。
各各EditionEditionで提供する機能で提供する機能
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各各EditionEditionで提供する機能で提供する機能  （続き）（続き）

2. 2. 中小規模システム向けの簡単バックアップ・復旧中小規模システム向けの簡単バックアップ・復旧
インストールからバックアップ設定、そして復旧が、簡単操作で行うことができます。

仮想化環境や物理環境が混在する環境のバックアップ運用を統合管理が可能なだけでなく、これまで専属の
管理者を置くことが出来なかった小規模環境へ導入することも可能です。

また、バックアップは、マシン全体やボリューム単位で行うイメージバックアップで、ハードディスクに対
してバックアップを行います。

なお、バックアップの処理と管理・監視は、バックアップ対象マシンにインストールしたエージェントが担
います。

3. 3. 柔軟なリストア柔軟なリストア
(1) ブラウザからの簡単復旧

バックアップしたイメージから、マシンを丸ごとリストアするだけでなく、ファイル・フォルダ単位、ボ
リューム単位でのリストアも可能です。

また、復旧ポイント（バックアップを実行した世代）の指定、または 特定ファイル/フォルダを検索して、
リストアすることもできます。

更に、バックアップデータをWindowsエクスプローラ上で直接ブラウズし、ドラッグ アンド ドロップでリ
ストアすることも可能です。

(2) ベアメタルリカバリ

復旧用メディアを作成することで、内蔵ハードディスクのバックアップデータを簡単・迅速にシステム復旧
することができます。

4. 4. バックアップデータの効率化と安全性の向上バックアップデータの効率化と安全性の向上
バックアップ先に保管されたデータのディスク領域を効率的に利用する仕組みや、データの安全性を向上を
図る以下の機能を提供します。

(1) データの圧縮

バックアップデータは圧縮した状態でバックアップ先へ保管されます。

Copyright2025Fujitsu Limited5



(2) 継続的な増分バックアップとバックアップデータの自動統合

初回のフルバックアップ以降は、増分データのみバックアップします。

また、最も古い世代の増分データは、フルバックアップデータに自動的に統合されます。

これにより、バックアップ時間を短縮するだけでなく、バックアップ先のディスクスペースを効率的に利用
することができます。

(3) バックアップの暗号化

セキュリティ向上を図るため、AES-128/192/256に対応したバックアップデータの暗号化が可能です。

(4) オブジェクトストレージへの二次バックアップ

イメージバックアップしたデータは、クラウドのオブジェクトストレージへ二次バックアップすることが可
能です。

二次バックアップでは、バックアップデータそのもの、もしくはバックアップデータの中から特定のファイ
ルデータ（Windowsのみ）を指定することが可能です。

特に重要なデータは信頼のおけるクラウド上に保管しておくことでデータの安全性を高めます。

5. 5. 仮想化環境のデータ保護仮想化環境のデータ保護  （（- Socket- Socket商品で提供）商品で提供）
VMware環境、Hyper-V環境、およびNutanix AHV環境上の仮想マシンへエージェントをインストールする手間
を省き、仮想マシン単位でのバックアップ・リストアが可能です。（エージェントレス バックアップ）

また、仮想マシンがWindowsゲストOSやLinuxゲストOSの場合、データのリストアは仮想マシン全体だけでな
く、仮想マシン内のファイル/フォルダ単位も可能です。

なお、Nuatnix AHV環境でのエージェントレス バックアップ機能は、以下の商品で提供します。

・Arcserve UDP 10 Advanced Edition for Nutanix - Socket

・Arcserve UDP 10 Premium Edition - Socket

・Arcserve UDP 10 Premium Plus Edition - Socket

仮想マシンのエージェントレス仮想マシンのエージェントレス  バックアップバックアップ

6. 6. 物理・仮想を問わず複数サーバを統合管理物理・仮想を問わず複数サーバを統合管理
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WindowsやLinuxといった物理マシンや、VMware / Hyper-V / Nutanix AHVといった仮想化環境上の仮想マシ
ンが混在するバックアップ運用をまとめて管理することができます。

UDPコンソールを使用することにより、バックアップ対象が複数あっても同一の操作性による設定やバック
アップ状況の監視等がすべて管理でき、管理者の運用負担を軽減します。

7. 7. 復旧ポイントサーバによるバックアップデータの集約復旧ポイントサーバによるバックアップデータの集約
復旧ポイントサーバを導入することにより、バックアップ対象のマシンが多い環境のバックアップ/リカバ
リを効率的に行えます。

この復旧ポイントサーバでは、以下の機能を提供します。

・バックアップデータを集約して保管

・バックアップデータの重複排除

・バックアップデータを別拠点にある復旧ポイントサーバへ遠隔転送（クラウド上の仮想マシンへの遠隔転
送も可能）

・オブジェクトストレージへの二次バックアップ

・テープへの二次バックアップ

8. 8. 災害対策を考慮したデータ保護災害対策を考慮したデータ保護
(1) データの遠隔転送

復旧ポイントサーバに集約したバックアップデータを別拠点にある復旧ポイントサーバへ定期的に転送しま
す。変更データのみ転送や帯域幅の制御により、遠隔地へのデータ転送の負荷も軽減します。

クラウド上の仮想マシンへの遠隔転送も可能です。

(2) 仮想スタンバイ機能（Windowsのみ）

バックアップ後にバックアップデータから仮想マシンを自動生成させることにより、Windowsの業務マシン
が機能停止した場合には、その仮想マシンで代替運用することが可能です。代替運用は、クラウド上の仮想
マシンで行うことも可能です。

これにより、通常のリストア作業よりも早期に業務を再開することが可能です。

同じ拠点内だけでなく、遠隔地での業務再開を行いたい場合にも適しています。

(3) インスタントVM

バックアップデータを仮想化環境（VMware / Hyper-V / Nutanix AHV）のホストへ仮想マシンとして登録す
ることにより、業務マシンが機能停止した場合等、その仮想マシンで代替運用することが可能です。

同じ拠点内での迅速な業務再開や、業務マシンで実施しにくい動作テスト等で一時的に利用する場合に適し
ています。

(4) テープへの二次バックアップ

バックアップデータはテープへ二次保管し、長期間保存することができます。
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仮想スタンバイ機能仮想スタンバイ機能

インスタントインスタントVMVM機能機能

9. Microsoft SQL 9. Microsoft SQL データベース・データベース・Microsoft ExchangeMicrosoft Exchangeデータベース・データベース・OracleOracleデータベースの保護データベースの保護
Microsoft SQL データベース、Microsoft Exchangeデータベース、Oracleデータベースが含まれるドライブ
を丸ごとバックアップすることが可能です。
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10. Arcserve Backup / Replication10. Arcserve Backup / Replicationとの連携と商品群の利用との連携と商品群の利用
本商品でバックアップしたデータは、更にArcserve Backup 19で長期保管することが可能です。

なお、Premium Edition / Premium Plus Editionには、以下の商品のライセンスが同梱されております。

（それぞれのエディションで提供する商品は、留意事項を参照ください。また、各商品の機能については、
それぞれの商品のソフトウェアガイドを参照してください）

(1) Premium Edition

・Arcserve Backup 19商品の全機能が利用可能なライセンス

・Arcserve Replication 18.0 for Windows Standard for File Server商品で提供する、ファイルの複製が
可能なライセンス

(2) Premium Plus Edition

・Arcserve Backup 19商品の全機能が利用可能なライセンス

・Arcserve Replication 18.0商品の全機能が利用可能なライセンス

・Arcserve High Availability 18.0商品（Arcserve社で提供）のHigh Availability機能が利用可能なライ
センス

なお、Premium Plus Editionで提供するHigh Availability機能は、複製先マシンが業務マシン（Windows）
を定期的に監視し、業務マシンがダウンした際に、Arcserve Replication の複製先マシンを業務マシンと
して切り替えることにより、ダウンタイムを短縮することができます。
Premium Plus EditionPremium Plus Editionが提供するが提供するHigh AvailabilityHigh Availability機能機能
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システムシステム//機能構成図機能構成図
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新規機能新規機能

9 から10への機能強化項目は、以下のとおりです。

1. 1. セキュリティの強化セキュリティの強化
バックアップ後に自動、またはリストア前に手動でバックアップ データのウイルススキャンができるよう
になりました。これにより、安全確認が取れたバックアップ データでリストアが可能となります。Premium
Edition、Premium Plus Editionで提供します。

2. 2. リストア時におけるリストア時におけるMicrosoft SQL Microsoft SQL データベーのマウントデータベーのマウント
バックアップ データを疑似 データベースとして、Microsoft SQL Server にマウントが可能です。これに
より、リストア前にデータベースの内容を確認することができるようになり、無駄なリストアを避け、復旧
時間を短縮することができるようになりました。

3. 13. 1対対nnレプリケーションレプリケーション
1台の復旧ポイントサーバ から、複数の復旧ポイントサーバへのレプリケートが可能となりました。

これにより、柔軟にバックアップ データを多重化することができようになりました。
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標準添付品標準添付品

オンラインマニュアルオンラインマニュアル・・

Arcserve Unified Data Protection Agent for Windows ユーザガイド (PDF)・・

Arcserve Unified Data Protection ソリューションガイド (PDF)・・
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商品体系商品体系

■サポート非バンドル商品■

メディアとライセンスの他、アップグレード権（1年間）がついております。

当社のサポートが必要な場合は、別途SupportDeskをご契約ください。

(1) Advanced Edition

・Arcserve UDP 10 Advanced Edition - Server

・Arcserve UDP 10 Advanced Edition - Socket

・Arcserve UDP 10 Advanced Edition for Nutanix - Socket

(2) Premium Edition

・Arcserve UDP 10 Premium Edition - Socket

(3) Premium Plus Edition

・Arcserve UDP 10 Premium Plus Edition - Socket

■サポートバンドル商品■

メディアとライセンスの他、アップグレード権（5年間）とSupportDesk（5年間）がついております。

(1) Advanced Edition

・Arcserve UDP 10 Advanced Edition - Server (5年間平日サポート付)

・Arcserve UDP 10 Advanced Edition - Server (5年間24時間サポート付)

・Arcserve UDP 10 Advanced Edition for Nutanix - Socket (5年間平日サポート付)

・Arcserve UDP 10 Advanced Edition for Nutanix - Socket (5年間24時間サポート付)

・Arcserve UDP 10 Advanced Edition - Socket (5年間平日サポート付)

・Arcserve UDP 10 Advanced Edition - Socket (5年間24時間サポート付)

(2) Premium Edition

・Arcserve UDP 10 Premium Edition - Socket (5年間平日サポート付)

・Arcserve UDP 10 Premium Edition - Socket (5年間24時間サポート付)

(3) Premium Plus Edition

・Arcserve UDP 10 Premium Plus Edition - Socket (5年間平日サポート付)

・Arcserve UDP 10 Premium Plus Edition - Socket (5年間24時間サポート付)
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購入方法購入方法

1. 1. サポートバンドル商品についてサポートバンドル商品について
本商品には、5年間のSupportDeskをご利用いただく権利がバンドルされた「サポートバンドル商品」がござ
います。サポート期間は、当社倉庫出荷日の5年後の同日を含む月末日となります。

当社のサポートを必要とする場合は、本商品を購入ください。

(1) サポートの種類について

・Arcserve UDPのサポートバンドル商品には、「平日サポート」、「24時間サポート」の2種類があります。
詳細は「留意事項」－「サポートバンドル商品の内容について」を参照ください。

・商品購入後に「平日サポート」から「24時間サポート」商品への変更、もしくは、「24時間サポート」か
ら「平日サポート」商品への変更は行えません。ご注意ください。購入間違いの場合は、買い直していただ
く必要があります。

(2) サポートの契約について

・本商品にバンドルされている「SupportDesk Standard」のサポート期間満了時に、サポートを継続するに
は、別途、SupportDesk契約の更新が必要です。バンドルサポート終了後のサポートを手配いただくようお
願いいたします。

バンドル期間以降は月額サポートを必ず切れ間なく契約する必要があります。サポート開始日は、バンドル
期間終了日の翌日に設定してください。

2. 2. 本商品の購入の考え方本商品の購入の考え方
本商品の購入単位は、バックアップ対象のマシン台数、または、CPUソケット数の単位のいずれかとなりま
す。

また、本商品の購入の対象は、バックアップ対象のマシンのみです。UDPコンソールや復旧ポイントサーバ
用に本商品を購入する必要はありません。

3. 3. マシン単位での購入方法マシン単位での購入方法
以下の商品は、バックアップ対象の物理マシン毎に1本、購入してください。

・Arcserve UDP 10 Advanced Edition - Server

なお、仮想化環境（VMware、Hyper-V、Nutanix AHV）上の仮想マシンやeverRunシステム上の仮想マシンの
保護を行う場合は、CPUソケット単位の商品を購入してください。

4. CPU4. CPUソケット単位での購入方法ソケット単位での購入方法
以下の商品は、バックアップ対象のマシンのCPUソケット数毎に1本、購入してください。

仮想化環境やeverRunシステムの場合も、物理マシンのCPUソケット数毎に1本、購入してください（仮想マ
シン上に本商品をインストールし使用する場合、ライセンス数は無制限）。なお、FT/HAシステムの環境で
は、各物理マシンのCPUソケット数毎に1本、購入してください。

・Arcserve UDP 10 Advanced Edition - Socket

・Arcserve UDP 10 Advanced Edition for Nutanix - Socket

・Arcserve UDP 10 Premium Edition - Socket

・Arcserve UDP 10 Premium Plus Edition - Socket

なお、PRIMEFLEX for Nutanix Enterprise Cloud上のNutanix AHV環境で利用可能な商品は、以下の通りで
す。
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・Arcserve UDP 10 Advanced Edition for Nutanix - Socket

・Arcserve UDP 10 Premium Edition - Socket

・Arcserve UDP 10 Premium Plus Edition - Socket

また、Premium Edition / Premium Plus Editionに同梱されている、Arcserve Replication商品、およびHi
gh Availability機能を使用する場合は、インストールする業務マシンおよび複製先マシンのCPUソケット数
毎に1本、購入してください。

5. 5. クラウド上の仮想マシンクラウド上の仮想マシン(IaaS)(IaaS)で利用する場合の購入方法で利用する場合の購入方法
クラウド上の仮想マシン(IaaS)で利用する場合は、バックアップ対象の仮想マシン毎に1本、以下の商品を
購入してください。

・Arcserve UDP 10 Advanced Edition - Server

・Arcserve UDP 10 Premium Edition - Socket

・Arcserve UDP 10 Premium Plus Edition - Socket

なお、Arcserve UDP 10 Advanced Edition - SocketおよびArcserve UDP 10 Advanced Edition for 
Nutanix - Socketでは、IaaS環境では利用できません。

6. CIFS6. CIFS共有ボリュームや共有ボリュームやNutanix FilesNutanix Filesの共有ボリュームをバックアップする場合の購入方法の共有ボリュームをバックアップする場合の購入方法
ネットワーク上のCIFS共有ボリュームをバックアップ対象とする場合は、共有ボリュームのユニークなホス
ト名（またはIPアドレス）毎に1本、以下の商品を購入してください。

・Arcserve UDP 10 Advanced Edition - Socket

また、Nutanix Filesによる共有ボリュームをバックアップ対象とする場合は、共有ボリュームのユニーク
なホスト名（またはIPアドレス）毎に1本、以下の商品を購入してください。

・Arcserve UDP 10 Advanced Edition for Nutanix - Socket

・Arcserve UDP 10 Premium Edition - Socket

なお、本機能を利用する場合は、本商品をインストールするWindowsサーバが必要です。

7. ETERNUS AX / HX / NR1000 series7. ETERNUS AX / HX / NR1000 seriesのバックアップを行う場合の購入方法のバックアップを行う場合の購入方法
Premium Edition / Premium Plus Editionに同梱されている、以下を使って、ETERNUS AX / HX / NR1000 s
eriesのNDMP(Network Data Management Protocol)を使ったバックアップを行う場合は、ETERNUS NR1000の
台数分、Premium Editionまたは、Premium Plus Editionを購入してください。

・Arcserve Backup 19 for Windows NDMP NAS Option

8. 8. テープライブラリ装置を使った二次バックアップテープライブラリ装置を使った二次バックアップ
2ドライブ以上を内蔵したテープライブラリ装置を使った二次バックアップを行う場合は、テープライブラ
リ装置を接続したサーバの台数分別途以下の商品を購入してください。

・Arcserve Backup 19 for Windows Tape Library Option
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関連ソフト関連ソフト

なし
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動作保証周辺機器動作保証周辺機器

1. 1. ベアメタルリカバリに対応するベアメタルリカバリに対応するPRIMERGYPRIMERGY
ベアメタルリカバリに対応するPRIMERGYの最新状況については、「関連URL」に記載の「エフサステクノロ
ジーズ （Arcserve UDP）」から、Arcserve UDP 10商品の「動作環境」－「ベアメタルリカバリ 対応PRIME
RGY一覧」を参照ください。

2. 2. バックアップ装置バックアップ装置
最新の対応状況については、「関連URL」に記載の「エフサステクノロジーズ （Arcserve UDP）」から、以
下の商品の「動作環境」－「バックアップ装置対応表」を参照ください。

・Arcserve Backup 19 for Windows
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留意事項留意事項

1. Windows 1. Windows サーバサーバOS (64-bit)OS (64-bit)上での動作上での動作
本商品は、以下のOS上で、64ビットアプリケーションとして動作します。

- Windows Server 2012(64-bit)

- Windows Server 2012 R2(64-bit)

- Windows Server 2016(64-bit)

- Windows Server 2019(64-bit)

- Windows Server 2022(64-bit)

2. 2. 動作要件について動作要件について
本商品の動作要件は、「関連URL」に記載の「エフサステクノロジーズ （Arcserve UDP）」から、「製品メ
ニュー」－「Arcserve UDP」－「動作環境」を参照ください。

なお、以下の環境および媒体での動作はサポートしておりません。

・PRIMECLUSTER環境

・仮想マシンで構成したフェールオーバークラスタ環境（ゲストクラスタ）

・VMware環境のホストOS

・クラウド上の仮想マシンに対するベアメタル リカバリおよびシステムのリストア（FUJITSU Hybrid IT 
Service FJcloud-Vを除く）

・USBメモリをベアメタル リカバリ用メディアとする運用

・Microsoft 365環境のバックアップおよびリストア

3. 3. アップグレード権についてアップグレード権について
本商品には、アップグレード権が含まれています（納品日より1年間または5年間有効）。

アップグレード権の有効期間中に新バージョンがリリースされた場合、最新のソフトウェアを入手頂くこと
ができます。

なお、本商品のアップグレード権証書は、紛失されても再発行できませんので、大切に保管してください。

4. 4. 最新のパッチモジュールについて最新のパッチモジュールについて
本商品を使用する場合は、「関連URL」の「Arcserve社 （技術情報）」にある「Arcserve UDP Patch Index」
より、最新のパッチモジュールをダウンロードし、本商品をインストール後に適用することを推奨します。

5. 5. 最新の注意最新の注意//制限事項について制限事項について
本商品における最新の注意/制限事項については、「関連URL」の「Arcserve社 （技術情報）」のWebサイト
を参照ください。

6. 6. ライセンス登録についてライセンス登録について
本商品に同梱されている「アップグレード権証書」には、商品のライセンスキーが記載されています。ライ
センス登録の詳細は、「関連URL」の「Arcserve 社（ライセンスキー登録）」のWebサイトで掲載されてい
る、ライセンスキーの登録に関するドキュメントを参照ください。

また、これらの情報およびパッケージは、紛失されても再発行できませんので、大切に保管してください。

7. Arcserve7. Arcserveデータベースについてデータベースについて
有償版Microsoft SQL ServerをUDPコンソールのArcserveデータベースとして使用する場合、Microsoft SQL
Serverはコアライセンスモデルを手配してください。

なお、サーバライセンスモデル（CAL）を手配する場合は、バックアップ対象となるマシン台数分のCALが必
要となります。
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8. 8. インストール時の留意事項インストール時の留意事項
Windows Server 2012／Windows Server 2012 R2環境の場合、インストールする前に、Visual C++ 2019 再
頒布可能パッケージをインストールしてください。

9. 9. ベアメタル復旧時の条件についてベアメタル復旧時の条件について
(1) 復旧時には、以下の環境、媒体および、情報が必要になります。なお、復旧用メディアは復旧前にあら
かじめ作成してください。

・元の状態と同等のハード環境

・バックアップデータ

・復旧用メディア（CD、DVD）

・デバイスドライバ（アレイ, ネットワーク等のドライバ）

・DVD-ROMユニット

(2)復旧対象となるマシンのOSによって、復旧用メディア作成時に必要となる Windows ADKのバージョンが
異なります。

また、復旧対象のマシンのストレージ（ハードディスク等）やネットワークを認識させるため、復旧用メディ
アの作成時、または 復旧作業時に復旧対象のマシンに対応したデバイスドライバが必要な場合がありま
す。

10. 10. アレイ環境復旧時の留意事項アレイ環境復旧時の留意事項
アレイコントローラカードを使用したアレイ環境を復旧する場合、あらかじめアレイ環境を再構築する必要
があります。

11. 11. 復旧ポイントサーバについて復旧ポイントサーバについて
重複排除機能を利用する場合、バックアップデータ量に応じて復旧ポイントサーバ側にメモリ、またはSSD
が必要となります。バックアップデータ量が非常に多い場合は、SSDを使用することを推奨します。

詳細は、「関連URL」に記載の「エフサステクノロジーズ （Arcserve UDP）」から、「拡販情報」－「製品
選択ガイド」－「Arcserve UDP 動作環境」を参照ください。

12. 12. 仮想マシンのエージェントレスバックアップからのリストアについて仮想マシンのエージェントレスバックアップからのリストアについて
エージェントレス バックアップによる仮想化環境上のLinuxゲストOSのバックアップデータからのファイ
ル・フォルダ単位でリストアする運用を行う場合は、別途エージェントバックアップサーバ（Linux）が必
要です。

13. 13. クラウドのオブジェクトストレージへの対応についてクラウドのオブジェクトストレージへの対応について
バックアップデータの二次バックアップ先として、オブジェクトストレージをサポートします。対応するク
ラウドは、「関連URL」に記載の「エフサステクノロジーズ （Arcserve UDP）」から、「拡販情報」－「製
品選択ガイド」－「Arcserve UDP 動作環境」を参照ください。

なお、オブジェクトストレージの仕様上、二次バックアップには時間を要します。バックアップ対象のデー
タサイズやファイル数が多い場合には、二次バックアップの周期を開けることを推奨します。

また、ファイルコピー機能はユーザデータのみサポートします。本機能により二次バックアップされたデー
タからのベアメタルリカバリはできません。

14. Windows Server 201214. Windows Server 2012以降の環境での留意事項以降の環境での留意事項
(1) ファイルコピー機能による、ReFSおよびNTFS重複除去ボリュームへのコピーはサポートしておりませ
ん。

(2) 記憶域スペースが存在する環境のベアメタルリカバリでは、記憶域スペースは作成されません。

ベアメタルリカバリ実施後、記憶域スペースを再作成しデータをリストアしてください。

15. 15. 仮想変換における留意事項仮想変換における留意事項
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物理マシンから仮想マシンへのベアメタル リカバリ（P2V：Physical to Virtual）や、仮想スタンバイ機
能およびインスタントVM機能は、すべてのハードウェア環境からのP2Vを保証するものではありません。以
下の点を留意の上、運用前に動作を確認ください。

・本機能は、仮想マシンでのOS起動までを提供します。アプリケーションの起動等その後のOSの動作は保証
しません（特にServerView Installation Manager等のハードウェアに依存するソフトウェアやデバイスド
ライバの動作）。

16. 16. 仮想スタンバイ機能について仮想スタンバイ機能について
(1) 本機能の対象は、以下の全ての条件に合致するWindowsサーバに限ります。

・エフサステクノロジーズがゲストOSとしてサポートするOS

・Arcserve社がサポートするOS

・Nutanix AHV 環境への仮想スタンバイは、対象の仮想マシンが UEFI ブート環境であるかダイナミック 
ディスク形式を利用している場合、サポートしません。

(2) 以下のクラウド環境への仮想スタンバイをサポートします。

・FUJITSU Hybrid IT Service for Microsoft Azure

・FUJITSU Hybrid IT Service for AWS

なお、本機能を利用する際の前提条件は以下の通りです。

・クラウド(Iaas)側に復旧ポイントサーバの機能をインストールした仮想マシン(Windows)が必要です。

・FUJITSU Hybrid IT Service for AWSで使用する場合は、更にEC2プロキシの役割をもつ仮想マシンおよ
び、Arcserve UDP Agentが必要です。

・UEFIで起動されるマシンの仮想スタンバイ先として、FUJITSU Hybrid IT Service for AWSを使用するこ
とはサポートしません。

17. 17. インスタントインスタントVMVM機能について機能について
(1) 本機能の対象は、以下の全ての条件に合致するOSに限ります。

・エフサステクノロジーズがゲストOSとしてサポートするOS

・Arcserve社がサポートするOS

(2) 本機能をVMware ESXi環境で使用する場合は、バックアップ先はNFS領域である必要があります。

(3) 復旧する環境のOSがLinuxの場合、RedHat Enterprise Linuxのみサポートします。また別途エージェン
トバックアップサーバ(Linux)が必要です。

(4) インスタントVMで起動した仮想マシンに対して仮想マシン内のデータを変更した場合は、その変更量に
応じたディスク領域が必要です。

(5) Nutanix AHV環境へのインスタントVMの対象は、Linuxサーバのみサポートします。

なお、UEFIで起動されるLinux環境はサポートしません。

(6) 以下のクラウド環境へのインスタントVMをサポートします。

・FUJITSU Hybrid IT Service for Microsoft Azure

・FUJITSU Hybrid IT Service for AWS

なお、本機能を利用する際の前提条件は以下の通りです。

・クラウド(Iaas)側に復旧ポイントサーバの機能をインストールした仮想マシン(Windows)および、エー
ジェントバックアップサーバ(Linux)が必要です。

・サポートするバックアップ対象は、以下の通りです。
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インスタントインスタントVMVMがサポートするバックアップ対象がサポートするバックアップ対象

18. CIFS18. CIFS共有ボリュームのバックアップについて共有ボリュームのバックアップについて
増分バックアップは、変更のあったファイル単位で行われます（変更ブロック分のバックアップではありま
せん）。

19. Linux19. Linux環境で提供しない機能について環境で提供しない機能について
復旧ポイントサーバを使用したLinux環境のバックアップにおいて、以下の機能は提供されません。

・仮想スタンバイ

・ファイルコピー（クラウドオブジェクトストレージを含む）

・復旧ポイントのコピー（クラウドオブジェクトストレージを含む）

・Premium Edition / Premium Plus Edition に同梱されるArcserve Replication製品の機能および High A
vailabilityの機能

・Oracle RMANを使ったOracleデータベースのバックアップ

20. Oracle20. Oracleデータベースのバックアップについてデータベースのバックアップについて
Oracle Real Application Clusters (RAC) 環境のバックアップ / リストアはサポートしません。

21. Premium Edition / Premium Plus Edition21. Premium Edition / Premium Plus Editionに同梱されるに同梱されるArcserve BackupArcserve Backup商品および商品およびArcserve Arcserve 
ReplicationReplication商品について商品について
Premium Editionに同梱されている、Arcserve Backup 19商品およびArcserve Replication 18.0商品のう
ち、エフサステクノロジーズとしてサポートする商品は、以下の通りです。

・Arcserve Backup 19 for Windows

・Arcserve Backup 19 for Windows Base with Disaster Recovery Option

・Arcserve Backup 19 for Windows Disaster Recovery Option

・Arcserve Backup 19 for Windows Tape Library Option

・Arcserve Backup 19 for Windows NDMP NAS Option
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・Arcserve Backup 19 for Windows SAN Option

・Arcserve Backup 19 for Windows SAN Secondary Server Bundle

・Arcserve Backup 19 for Windows Enterprise Module

・Arcserve Backup 19 for Windows Central Management Option

・Arcserve Backup 19 for Windows Agent for Microsoft Exchange

・Arcserve Backup 19 for Windows Agent for Oracle

・Arcserve Backup 19 for Windows Agent for Microsoft SQL

・Arcserve Backup 19 for Windows Agent for Microsoft SharePoint

・Arcserve Backup 19 Guest Based Virtual Machines Agent Bundle

・Arcserve Backup 19 for Windows Agent for Open Files

・Arcserve Backup 19 Client Agent for Windows

・Arcserve Backup 19 Client Agent for Linux （Linux商品として提供）

・Arcserve Replication 19 for Windows Standard for File Server

また、Premium Plus Editionで、エフサステクノロジーズとしてサポートする商品は、上記商品に加え、以
下の通りです。

・Arcserve Replication 18.0 for Windows Standard with Assured Recovery

・Arcserve Replication 18.0 for Windows Enterprise with Assured Recovery

・Arcserve Replication 18.0 for Windows Virtual Machine with Assured Recovery

上記商品で提供する機能や留意事項については、各商品のソフトウェアガイドを参照してください。

なお、Linux環境でArcserve Replication 18.0商品の使用はサポートしません。

22. Premium Plus Edition22. Premium Plus Editionで提供する業務マシンの切り替えについてで提供する業務マシンの切り替えについて
・High Availability機能について

Premium Plus Editionには、Arcserve Replicationによって複製先マシンへデータを複製する環境におい
て、業務マシン（Windows）が使用不可能となった場合に、複製先マシンへソフトウェアレベルで切り替え
る機能（High Availability）を提供しています。

本機能の切り替えは、即時ではなく、10～15分程度の時間を要します。また、複製先マシンへのデータ転送
は非同期で行われるため、切り替え後にデータの復旧が必要な場合があります。

高度な高可用性を求められる環境では、本機能を使用せず、Windowsのクラスタ（MSFC）等を検討ください。

・サポートしない構成

以下の構成はサポートしません。

- 1対N構成

- 同一サーバ内でのレプリケーション

- サーバ間での双方向レプリケーション

・その他の留意事項

 - リダイレクション方式として、「DNSリダイレクト」を使用する場合、別途DNSサーバが必要です。

 - 1台の業務マシンに対して、複数の切り替え設定（HAシナリオ）は作成できません。

 - 本機能は、ドメインコントローラまたはDNSサーバでは使用できません。

 - 本機能は、クラウド上の仮想マシンでは使用できません。

23. VMware, Hyper-V, Linux23. VMware, Hyper-V, Linux仮想マシン機能（仮想マシン機能（KVMKVM））, Nutanix AHV, Nutanix AHV仮想環境上への導入について仮想環境上への導入について
(1) 仮想環境（ゲストOS）へ本商品を導入する際の動作要件については、「関連URL」に記載の「エフサス
テクノロジーズ （Arcserve UDP）」内にある、「動作環境」の脚注を参照ください。

(2) 仮想環境上への導入は、以下の全ての条件に合致する環境に限りサポートします。

- エフサステクノロジーズがゲストOSとしてサポートする OS

- Arcserve社が物理環境上でサポートするOS/アプリケーション
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なお、サポート範囲は物理環境上のサポートと同等とし、ゲストOS上で問題が発生した際、物理環境の再現
を求める場合があります。

また、ゲストOS上でのみ発生する動作や性能低下は保証いたしません。

(3) VMwareが提供する機能に関する留意事項は、以下の通りです。

- VMware vSphere vMotionにおける切り替え中の動作は、サポートしません。

- VMware vSphere High Availabilityにおける切り替え中の動作は、サポートしません。

- VMware vSphere Fault Toleranceにおける切り替え中の動作は、サポートしません。

(4) Hyper-Vが提供する機能に関する留意事項は、以下の通りです。

- ライブマイグレーションにおける切り替え中の動作は、サポートしません。

- クイックマイグレーションにおける切り替え中の動作は、サポートしません。

- フェールオーバーにおける切り替え中の動作は、サポートしません。

24. Nutanix AHV24. Nutanix AHV仮想環境でのエージェントレス仮想環境でのエージェントレス  バックアップについてバックアップについて
サポートするNutanix AHV AOS については、弊社営業・SEにお問合せください。

25. FUJITSU Hybrid IT Service FJcloud-O / FJcloud-V / for Microsoft Azure / for AWS 25. FUJITSU Hybrid IT Service FJcloud-O / FJcloud-V / for Microsoft Azure / for AWS の仮の仮
想マシン上への導入について想マシン上への導入について
(1) 仮想環境上への導入は、以下の全ての条件に合致する環境に限りサポートします。

- 仮想マシンのOSが、Arcserve UDPの物理環境でサポートしているOS

- バックアップ先は、仮想マシンが認識するハードディスク

なお、サポート範囲は物理環境上のサポートと同等とし、ゲストOS上で問題が発生した際、物理環境の再現
を求める場合があります。

また、ゲストOS上でのみ発生する動作や性能低下は保証いたしません。

(2) 本商品の機能である以下の機能はサポートしません。

・ベアメタルリカバリ等を使ったシステム復旧（P2VやV2Vを含む。FJcloud-Vは除く）

・テープへのバックアップ機能

・インスタントVM（for Microsoft Azure/ for AWSは除く）

・High Availability機能

26. 26. マルチベンダーサーバおよびパブリッククラウドのサポートについてマルチベンダーサーバおよびパブリッククラウドのサポートについて
本商品では、SupportDeskで他社機での動作をサポートいたします。

なお、サポートには条件があります。

サポート条件の詳細は、「関連URL」の「エフサステクノロジーズ （Arcserve UDP）」内の「サービス＆サ
ポート」を参照してください。

27. PRIMEQUEST27. PRIMEQUESTへの導入についてへの導入について
本商品のPRIMEQUEST環境での導入は、以下の条件においてサポートします。

・PRIMEQUEST 3000シリーズまたは4000シリーズであること。

28. Microsoft Azure Stack Hub 28. Microsoft Azure Stack Hub 環境の仮想マシン上への導入について環境の仮想マシン上への導入について
Microsoft Azure Stack Hub 環境の仮想マシン上への導入は、サポートしません。

29. 29. サポートバンドル商品の内容についてサポートバンドル商品の内容について
(1) サポートの内容

サポートバンドル商品には、エフサステクノロジーズが提供するSupportDeskサービスである「平日サポー
ト」「24時間サポート」の2種類があります。サービス時間帯は以下の通りです。
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・平日サポート：月曜日～金曜日 8:30～19:00(祝日および12月30日～1月3日までは除く）

・24時間サポート：24時間365日

(2) サポートサービスの期間

Arcserve商品に関するサポート期間は、Arcserve社に準じたサポート期間となります。このため、本商品の
サポートサービス期間中にArcserve社がサポート終了した場合は、アップグレード権を行使し最新バージョ
ンへアップグレード頂くご対応をお願いする場合があります。

なお、Arcserve社のサポート終了日から1年間は、エフサステクノロジーズ独自のサポートサービスとして、
当社内部のナレッジに基づく既存事例の検索による既存修正の提供、または回避策の提示による問題解決支
援を行います。
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関連関連URLURL

お客様向けお客様向けURLURL

エフサステクノロジーズエフサステクノロジーズ  （（Arcserve UDPArcserve UDP））・・

本商品の詳細情報を記載しています。
https://www.fujitsu.com/jp/products/software/partners/partners/arcserve/products/udp/

ArcserveArcserve社（商品情報）社（商品情報）・・

本商品の詳細情報を記載しています。
https://www.arcserve.com/jp/data-protection-solutions/arcserve-udp/

ArcserveArcserve社（技術情報）社（技術情報）・・

本商品の技術情報および、最新の注意/制限事項を記載しています。
https://support.arcserve.com/s/topic/0TO1J000000I3pdWAC/arcserve-udp?language=ja

ArcserveArcserve社（ライセンスキー登録）社（ライセンスキー登録）・・

Arcserve商品のライセンスキーの登録について記載しています。
https://www.arcserve.com/jp/jp-resources/licensing/
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